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防
衛
庁
が
諸
外
国
と
の
信
頼
を
醸
成
す
る
一
方
途
と
し
て
、
今
日
ま
で
外
国
人
留
学
生
の
受
託
教
育
を
、
航
空
・
海
上
・
陸

上
自
衛
隊
を
は
じ
め
、
防
衛
大
学
校
、
防
衛
研
究
所
等
で
行
っ
て
い
る
。
国
際
的
な
相
互
理
解
の
た
め
、
一
般
論
と
し
て
は
否

定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
国
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
・
軍
事
的
に
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す

る
。 

一 

今
日
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
七
五
名
、
パ
キ
ス
タ
ン
三
五
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
二
名
の
留
学
生
を
そ
れ
ぞ
れ
受
託
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
国
は
民
主
主
義
自
体
が
確
立
し
て
い
な
い
国
家
で
あ
り
、
よ
っ
て
日
本
の
高
度
な
軍
事
理
論
や
技
術
が
留
学

生
の
帰
国
後
、
彼
の
国
民
の
た
め
、
ま
た
、
国
際
社
会
の
た
め
正
当
に
行
使
さ
れ
る
保
障
は
な
く
、
む
し
ろ
、
彼
の
国
民
に

圧
政
を
強
い
る
道
具
と
化
す
危
険
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
か
質
問
す
る
。 

二 

受
託
留
学
生
の
出
身
国
の
中
に
は
、
核
保
有
国
が
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
の
理
念
及
び
我
が
国
の
防
衛
に
つ
い
て

の
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
鑑
み
、
と
り
わ
け
軍
事
的
な
国
際
友
好
・
協
力
に
関
し
て
は
、
非
核
保
有
国
と
し
て
の
主
張
を

全
面
的
に
開
示
し
、
政
治
的
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

右
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